
令和７年度　組織力向上研修募集要領
１　目的

組織力向上研修は、林業経営体の組織全体のスキルアップや課題解決を目的としています。
２　追加募集経営体　１経営体

３　支援経営体の要件
　次に掲げる全ての要件に該当すること。

	区　分
	要　　　　　件

	①生産システム
	〇　林業労働力確保の促進に関する法律により事業改善計画を知事に認められた事業主（以下、「認定事業体」という。）、県が選定し公表する育成経営体又は育成経営体を目指す林業経営体※
〇　労働生産性の向上を目指し、主体的に研修を受講できること
〇　研修に必要な事業地を確保できること
〇　指導計画に基づき、講師による指導が適切に行える環境を整えること

〇　本研修の成果を活かすため、作業班の班長等が、別に開催する指導者養成研修に参加するよう努めること

	②内部統制システム
	〇　認定事業体、育成経営体又は育成経営体を目指す林業経営体※
〇　経営の改善を目指し、主体的に研修を受講できる経営体


※　育成経営体を目指す林業経営体は、１年以内に育成経営体になることを目指す経営体とし、令和７年度中に育成経営体に申請することを条件とする。
４　支援内容

経営体の課題に応じて、『講師の派遣』による支援を実施します。
	区　分
	内　　　容

	①生産システム
	〇計画から伐倒、造材、集材、運材までの一連の生産システムを作業班単位で研修
〇希望する経営体には、研修に必要な林業機械等のレンタル経費を助成
〇助成対象経費はレンタル料、保証料及び回送費

〇助成率は80％。助成上限額は税抜120万円を予定
（参考：レンタル経費150万円×80％＝120万円が助成上限額）

〇講師による支援回数は１経営体当たり８日程度を想定。
＜活用例＞
・新たに架線集材技術を習得したい
・新しい林業機械を試して作業効率等の比較をしたい
・効率的で壊れにくい作業道の開設指導をしてほしい
・生産性を向上させるため、現在の生産システムに対してアドバイスがほしい
・林業に新規参入したので、生産技術等に対してアドバイスがほしい 等

	②内部統制システム
	〇　講師の指導・助言等を受けて、人材の育成、能力評価システムの導入、労働安全対策の構築等の経営改善にかかる取組を支援
〇　支援回数は１経営体当たり５日程度を想定。
＜活用例＞
・安定経営に向けた組織体制づくりをしたい
・リスクアセスメントの実施について助言がほしい
・社員の定着率を向上させたい
・技術者の育成マニュアルを作成したい 等


５　成果報告
　　研修終了後、本研修の成果を報告する場として成果報告会を開催する予定です。当日の発表について御協力をよろしくお願いします。
６　フォローアップ
　　研修が終了した翌年度、研修後の改善状況や現状の課題等を把握するフォローアップ調査を実施する予定です。
７　応募方法等
（１）提出書類　　支援申請書（別紙様式）
直近の財務状況の分かる書類（財務諸表の写し等）
（２）提出先　　　管轄する農林事務所（森林整備課）に提出
（３）提出期限　　管轄の農林事務所長が定める日まで

（４）注意事項　　組織として主体的に研修を受講することが求められますので、経営体内部（経営者～森林技術者）でよく話し合った上で、申請してください。
８　支援経営体の決定・通知
提出いただいた支援申請書の内容について、講師、事務局及び県を構成員とした審査を行い、支援経営体を決定します。
審査結果は本業務の受託者から通知する予定です。概ね１月までを目安に研修を実施します。

お問合せ先　　


〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号　


静岡県経済産業部森林・林業局林業振興課　


TEL：(054)221-2667・FAX：(054)221-2829


E‐mail：rinshin@pref.shizuoka.lg.jp








